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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第８期
第３四半期
連結累計期間

第９期
第３四半期
連結累計期間

第８期

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日

自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日

自 平成24年10月１日
至 平成25年９月30日

売上高 (千円) 3,458,582 3,871,980 4,720,447

経常利益 (千円) 518,796 495,938 649,347

四半期(当期)純利益 (千円) 300,788 246,746 369,938

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 306,955 253,850 385,208

純資産額 (千円) 1,269,529 2,919,053 1,347,782

総資産額 (千円) 2,574,424 4,337,059 2,607,787

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 195.32 132.44 240.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 49.3 67.3 51.7
 

 

回次
第８期
第３四半期
連結会計期間

第９期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 51.34 30.14
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、連結子会社の異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクからの重

要な変更があった事項は以下のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断した

ものであります。

 
（１）水素水の製造販売及び水素関連商材の販売事業について

当社グループでは、現在、新規事業として水素水の製造販売及び水素関連商材の販売事業に取り組んで

おります。既存事業である設計開発アウトソーシング事業とは好不況のサイクルが異なるため、互いに補

完的な役割を担うものと考えておりますが、個人向け通信販売あるいは企業向けＯＥＭ販売が当初の計画

通りに進まない場合には、工場建設に係る投資資金約６億円を回収できず、当社グループの業績及び財政

状態に影響を及ぼす可能性があります。

また、同事業は飲料水等に関する製造事業であるため、製造、保管、運搬、販売の各過程において、衛

生面の管理には万全を期しておりますが、万が一、お客様の健康被害等が生じるような事故が発生した場

合は、当社グループの業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

（２）大株主による株式保有について

当社の大株主上位10位の内、日本空港サービス株式会社、ＮＩＦＳＭＢＣ-Ｖ2006Ｓ３投資事業有限責

任組合、三菱ＵＦＪキャピタル２号投資事業有限責任組合の株式保有目的は純投資であります。当該株主

の合計保有株式数は217,700株（ＮＩＦＳＭＢＣ-Ｖ2006Ｓ３投資事業有限責任組合及び三菱ＵＦＪキャピ

タル２号投資事業有限責任組合は平成26年３月31日現在の株数、日本空港サービス株式会社は同社より平

成26年４月14日に提出された大量保有報告書の変更報告書に記載された平成26年４月11日現在の株数）で

あり、本書提出日現在における当社の発行済株式総数1,990,000株の10.9％を占めますので、当該株主の

売却動向は、当社の株価形成に影響を与える可能性があります。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

 
(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、基調的には穏やかな回復の動きが続きました。消

費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動により弱めの動きとなっていた個人消費も一部に持ち直しの動

きが見られ、企業収益においても改善いたしました。

　当社グループの主要顧客であります自動車及び自動車部品製造の各社においても収益の改善が進み、

当社の設計開発技術サービスに対するニーズも堅調に推移いたしました。

　このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は38億71百万円

（前年同期比12.0％増）となりました。水素水事業を行う子会社（株式会社アビストH&F）において

は、商品宣伝のための試供品の製造配布を中心に行っていたことから立ち上げ費用が増加致しました

が、当社グループの主力事業である設計開発アウトソーシング事業における付加価値の高い請負業務の

拡大等により、営業利益は5億23百万円（同0.4％増）、営業利益率13.5％となり、株式公開費用として

営業外費用21百万円を計上したこと等から経常利益は4億95百万円（同4.4％減）、経常利益率12.8％と

なり、四半期純利益は2億46百万円（同18.0％減）、四半期純利益率6.4％となりました。

 

(2) 財政状態の分析

　① 資産の部

当第３四半期連結会計期間末における総資産は現金及び預金、有形固定資産の増加等により、43億37

百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億29百万円の増加となりました。

 ② 負債の部

負債合計は未払費用の増加等により、14億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億58百万円の

増加となりました 。

 ③ 純資産の部

純資産合計は資本金、資本準備金及びその他利益剰余金の増加により、29億19百万円となり、前連結

会計年度末に比べ15億71百万円の増加となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。　

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,990,000 1,990,000
東京証券取引所
(JASDAQ)
スタンダード

完全議決権株式であり、株
主としての権利内容に何ら限
定のない当社における標準と
なる株式であります。
また、単元株式数は100株
であります。

計 1,990,000 1,990,000 ― ―
 

（注）当社株式は平成25年12月18日付で、東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場しておりま

す。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

― 1,990,000 ― 1,026,650 ― 1,016,650
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　1,989,800 19,898

完全議決権株式であり、株主と
しての権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式であ
ります。
また、単元株式数は100株であり
ます。

単元未満株式 普通株式 　 　　200 ― ―

発行済株式総数 1,990,000  ― ―

総株主の議決権 ― 19,898 ―
 

（注）当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年４月１

日から平成26年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年10月１日から平成26年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 934,742 2,127,042

売掛金 618,129 715,000

仕掛品 4,423 35,130

その他 136,859 135,653

流動資産合計 1,694,154 3,012,826

固定資産

有形固定資産 700,077 975,957

無形固定資産 15,446 52,416

投資その他の資産 186,415 285,201

固定資産合計 901,939 1,313,575

繰延資産 11,693 10,656

資産合計 2,607,787 4,337,059

負債の部

流動負債

短期借入金 － 30,000

1年内返済予定の長期借入金 42,000 248,500

未払金 308,829 342,206

未払法人税等 196,739 50,859

賞与引当金 161,180 －

その他 68,733 486,427

流動負債合計 777,482 1,157,993

固定負債

長期借入金 238,000 －

退職給付引当金 129,337 129,935

役員退職慰労引当金 101,402 116,212

その他 13,782 13,864

固定負債合計 482,522 260,012

負債合計 1,260,005 1,418,006

純資産の部

株主資本

資本金 312,500 1,026,650

資本剰余金 302,500 1,016,650

利益剰余金 736,919 872,785

株主資本合計 1,351,919 2,916,085

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △4,136 2,967

その他の包括利益累計額合計 △4,136 2,967

純資産合計 1,347,782 2,919,053

負債純資産合計 2,607,787 4,337,059
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日)

売上高 3,458,582 3,871,980

売上原価 2,454,522 2,763,588

売上総利益 1,004,059 1,108,391

販売費及び一般管理費 482,575 584,802

営業利益 521,484 523,589

営業外収益

受取配当金 1,900 707

受取手数料 339 2,288

その他 3,103 409

営業外収益合計 5,342 3,405

営業外費用

株式公開費用 562 21,013

その他 7,468 10,043

営業外費用合計 8,030 31,056

経常利益 518,796 495,938

特別損失

固定資産除却損 3,985 －

その他 22 －

特別損失合計 4,008 －

税金等調整前四半期純利益 514,787 495,938

法人税、住民税及び事業税 166,596 181,350

法人税等調整額 47,403 67,842

法人税等合計 213,999 249,192

少数株主損益調整前四半期純利益 300,788 246,746

四半期純利益 300,788 246,746
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 300,788 246,746

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,166 7,104

その他の包括利益合計 6,166 7,104

四半期包括利益 306,955 253,850

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 306,955 253,850

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 19,781千円 50,386千円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年10月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月27日
定時株主総会

普通株式 69,300 45 平成24年９月30日 平成24年12月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月20日
定時株主総会

普通株式 110,880 72 平成25年９月30日 平成25年12月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成25年12月18日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場いたしました。

上場にあたり、平成25年12月17日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募

集）による新株式発行450,000株により、資本金及び資本準備金がそれぞれ714,150千円増加しており

ます。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金は1,026,650千円、資本剰余金は

1,016,650千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 平成24年10月１日 至 平成25年６月30日)

当社グループは、「設計開発アウトソーシング事業」及び「その他事業」の２つを報告セグメントと

しております。

なお、「その他事業」の相対的割合が非常に低く、セグメント情報の重要性が乏しいため、セグメン

ト情報の記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成26年６月30日)

当社グループは、「設計開発アウトソーシング事業」及び「その他事業」の２つを報告セグメントと

しております。

なお、「その他事業」の相対的割合が非常に低く、セグメント情報の重要性が乏しいため、セグメン

ト情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 195円32銭 132円44銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 300,788 246,746

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 300,788 246,746

    普通株式の期中平均株式数(株) 1,540,000 1,863,077
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   北   川   健   二   ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   山   本         守   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書
平成26年８月８日

株式会社アビスト

取締役会　御中

 

 

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社アビストの平成25年10月１日から平成26年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成

26年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アビスト及び連結子会社の平成26

年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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